色素増感太陽電池におけるTiO2ナノ結晶へのドーピング効果の研究 by 名田 允洋
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院 電気通信学研究科 量子物質工学専攻 博士前期課程 
氏    名 名田 允洋 学籍番号 0733045 
論 文 題 目 色素増感太陽電池における TiO2 ナノ結晶へのドーピング効果の研究 
色素増感太陽電池 (Dye-sensitized solar cells; DSC) は1991 年にO’Regan1) らが発表して以来多くの研究機関 
においてその太陽電池変換効率は改善され，現在は11 %台にまで達している 2)．本研究は更に変換効率向上を目
指す上で TiO2ナノ結晶の電気的特性に着目し，本来絶縁体である TiO2ナノ結晶薄膜に Li2O, Nb2O5等の金属酸
化物をドーピングし，その電気的特性ならびにDSC の変換効率要素への効果を検討した． 
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